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　本日のテーマは、イベント案内のチラシに書かせていただきましたとおり、

研究評価からは距離のある「評価学」の視点から「社会的インパクト」につい

て学び、改めて研究が創出する社会的インパクトとは何かを考える契機とす

る、といたしました。これだけ聞くとあまりよくわからないと思いますが、私た

ち URA の問題意識から申し上げますと、三つの背景を挙げることができます。

一つ目は大学評価、二つ目が研究評価、三つ目が社会的インパクト評価です。

　まず大学評価について、これは、私自身も含めた国立大学に所属する URA

が、今、非常にドキドキしているところだと思います。第四期中期目標期間の

運営費交付金に新しく「ミッション実現戦略分」という予算が導入され、その

予算配分に社会的インパクトを指標とした評価が用いられることになりまし

た。ここで特徴的なのが、各大学のミッションを踏まえた強みや特色から創出

された社会的インパクトが評価されるという点です。ご存知の方が多いと思い

ますが、イギリスでは、Research Excellence Framework（REF）が、研究評

価の枠組みとして使われています。今回の運営費交付金の評価指標は、その

REF の社会的インパクト評価の部分を参考にする、となっています。REF は

あくまで研究評価のフレームワークですが、それを大学全体の、それも大学の

ミッションとつながりのある社会的インパクトを評価する際の指標にすること

となりました。私たち URA にとっては、「お金」に関わる話はいろいろと上

から指示が来ることになり、上司からはとにかく社会的インパクトを調べろ、

と言われたりして「社会的インパクト」というキーワードの使用が日常的に上

昇している方も多いのではないかと思います。

　次に研究評価です。後で説明いたしますが、JINSHA 情報共有会の実施体と

なっている「人文・社会科学系 URA ネットワーク」では、京都大学の人社系

URA を中心に、人文・社会科学における研究評価について、非常に長く取り
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組んでいます。2018 年に象徴的なイベントとして、「人文・社会科学系研究の

未来像を描く─研究の発展につながる評価とは─」というタイトルでフォーラ

ムが開催されました 1。これ以降、いわゆる論文指標に偏重気味な日本の大学

の研究評価体制に対して、人文・社会科学の研究成果をどのように考えていく

のか、さらに「責任ある研究評価」（RRA）の文脈で日本の研究評価をどう考

えるのかなどについて、いろいろな取り組みや議論の蓄積があります。その中

で人社系研究が創出する社会的インパクトについても以前から議論になってい

ます。

　ここまではアカデミアのことですが、その一方で、最近ニュースなどでも日

常的にインパクト投資や社会的インパクト投資など、投資との関係で「社会的

インパクト」という言葉がよく聞かれるようになっています。この文脈では、

2016 年の内閣府「社会的インパクト評価検討ワーキング・グループ」が発表

した定義がよく引用されています 2。ここからでもすでに 10 年近く経ってい

ますが、ここで言われている定義と今求められている社会的インパクトが関係

しているのかいないのかがわからないままにコミュニケーションがなされてい

るように感じています。ちょっと文系っぽい表現で言いますと、相手がどうい

う意味内容でその言葉を使っているのかがわからないため、なかなかコミュニ

ケーションがかみ合わないような背景があるということです。

　URA からの問題提起として、このような三つの背景をご説明いたしまし

た。最初の二つはどちらかというと URA としての直接的な課題ですが、三つ

目の視点を入れることによって、もう一度、自分たちが今までやってきたとこ

ろを捉えなおし、そもそも社会的インパクトとは何なのかを検討してみたいと

いう、そういう思いで今回の情報共有会を企画させていただきました。

1　�京都大学　学術研究支援室　『人文・社会科学系研究の未来像を描く─研究の発展につ
ながる評価とは─』（第 4回　人文・社会科学系研究推進フォーラム　報告書）、2018 年
9月。� �
https://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/dspace/handle/2433/236470

2　�社会的インパクト評価検討ワーキング・グループ「社会的インパクト評価の推進に向け
て─社会的課題解決に向けた社会的インパクト評価の基本的概念と今後の対応策につい
て─」（2016 年 3月）� �
https://www.npo-homepage.go.jp/uploads/social-impact-hyouka-houkoku.pdf
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　今回は二つの講演をお願いしております。一つ目は、明治大学公共政策大学

院の源由理子先生に「評価と社会的インパクト〜評価学の視点から」というタ

イトルでご講演いただきます。二つ目は「大学における社会的インパクト評価

と評価学的アプローチの接続」というテーマで、国文学研究資料館の押海圭一

先生にご講演いただきます。まず源先生のご講演から、評価学での社会的イン

パクトの考え方を学び、次にその考え方が、今までの私たちの試みとどういう

接点があるのかについて、押海先生にお話ししていただく、という建て付けに

なっております。その後に、会場にお集まりの皆様と一緒に、「研究の社会的

インパクトとはどういうものか」という、そもそものところに立ち戻って、

ワークショップを行います。

　最後に JINSHA 情報共有会の実施体となっている人文・社会科学系 URA

ネットワークについて簡単に紹介させいただきます 3。人社系 URA は、今は

少し増えてきましたが、研究大学強化促進事業が始まった頃は、各大学に一人

いるかいないかの状態でした。一人で仕事をしていることが多かったため、横

のつながりを広げて協働し、いろいろな課題を解決していくための緩やかなつ

ながりとして、このネットワークが発足されました。今年で立ち上げから 10

年経ち、幹事校として運営に参加している機関が 13 大学となりました。それ

以外にも、所属機関は幹事校ではないが、企画を一緒に検討してくださった

り、フォーラムには毎回来てくださったりして連携している方々が大勢いらっ

しゃって、非常に大きなつながりができていると思っております。この 10 年

の間に、フォーラムを年に 1 回と、情報共有会という小規模の勉強会を開催

し、今回がその第 19 回目となります。

　沖縄科学技術大学院大学（OIST）で開催される RA 協議会 2024 年度年次大

会では、人社系 URA ネットワーク 10 年の軌跡と展望というテーマでポス

ター発表をさせていただきます 4。沖縄に行かれる方は是非お立ち寄りくださ

い。また、2024 年度の人社系研究推進フォーラムは、神戸大学と新潟大学が
3　�人文・社会科学系URAネットワークの活動については、https://www.ura.adm.u-tokyo.
ac.jp/services/view/d6a8cef1-22f8-4c00-b080-c28fc4cf6c75　参照のこと。

https://www.ura.adm.u-tokyo.ac.jp/services/view/d6a8cef1-22f8-4c00-b080-c28fc4cf6c75
https://www.ura.adm.u-tokyo.ac.jp/services/view/d6a8cef1-22f8-4c00-b080-c28fc4cf6c75
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4　�川人よし恵、新澤裕子、他「機関をこえたURA連携の意義とは〜人社系URAネット
ワーク 10 年の軌跡と展望」RA協議会　第 10 回年次大会（2024 年 10 月 16-17 日）、ポ
スター発表（優秀賞）。https://repository.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/records/2010385

5　�第 10 回人文・社会科学系研究推進フォーラム「人社系研究はどう産業に貢献し得るの
か　─“シンダイ”の実践から紐解く─」開催案内：

　https://www.ura.niigata-u.ac.jp/2025/02/13/6371/

ダブル主催で企画し、「人社系研究の社会貢献」というテーマで神戸大学で開

催する予定になっています 5。是非ご参加いただけたら大変嬉しく思います。
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